
名 船  発  掘 〈汽船〉

(主要目)資 客船、日本郵船所属、 6,388総トン、 6,740重量 トン、
主機三連成汽機 2基 、出力 4000馬力、最高速力154ノッ ト、旅客
定員 1等 26名、 2等 20名、 3等 192名、1900年英国D&Wヘ ンダー

ソン社建造

「敵艦見ゆ」を発信じ
超有名船の素顔

(上)山 高五郎氏描く敵艦隊発見のシーン

(下)台 湾航路時代の信濃丸

(写真提供=小 林義秀氏)

転
送
打
電
さ
れ
た

「
敵
艦
見
ゆ
」

口
解
戦
争
の
際
利
を
決
め
た
日
本
加
海
戦
の
初
日
．

そ
の
日
の
平
朝
、
五
鳥
列
島
の
西
方
を
哨
成
し
て
い

た
仮
装
巡
汗
端

「信
濃
九
」
（し
な
の
ま
る
）
は
、
北

―‐
す
る
ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ

ツ
ク
慌
隊
を
発
見
、
敵
が

対
に
東
水
道
を
Ｈ
指
し
て
い
る
こ
と
を
打
電
し
、
戦

勝
の
き

っ
か
け
を

つ
く

つ
た
，
年
配
者
だ

っ
た
ら
許

し
も
思
い
浮
か
べ
る
感
動
シ
ー
ン
で
あ
る
．

と
こ
ろ
が
、
こ
の

「
信
泄
九
」
の
第

一
報
が
、
申

国
市
部
の
銀
あ
湾
で
待
機
し
て
い
た
旗
艦

「
ｔ
ｉ
」

に
直
接
届
か
な
か

っ
た
と

い
う
史
実
は
、
楽
外
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
「信
濃
九
」
の
無
縦
電
信
機
の

パ
ワ
ー
不
足
が
、
そ
の
原
因
だ

っ
た
．
だ
か
ら
と
言

っ
て
、
同
船
の
発
し
た
瞥
■
の
価
値
が
ド
が
る
と

い

う
わ
け
で
は
決
し
て
な

い
が
。

有
名
な

「
‐故
帖
兄
ゆ
」
の
年
ｔ
は
、
術
雌
が
こ
れ

を
竹
受
し
転
送
し
た
も
の
ら
し
い
。
年
令
部
の

一明

治
三
十
七
八
年
れ
戦
史
‐・「
に
は
、
巡
――十
備

「
生
Ｆ
」

を
加
硫
と
す
る
第
二
批
隊
が
こ
の
警
報
を
キ
ャ
ツ
チ

し
、
世
拠
地
に
転
送
し
た
と

い
う
報
告
が
あ
る
！

ま
た
、
「同
れ
戒
史
』
の
別
の
箇
所
で
は
、
対
い
に

い
た
巡
洋
惟

「
厳
島
」
が

「
信
渋
九
」

の
無
電
を

「
三
笠
」
に
送
信
し
た
と
し
て
い
る
．
こ
ち
ら
の
ほ
う

は
距
離
か
ら
み
て
、
僚
陥
か
ら
の
は
送
電
を

「肱
島
」

が
さ
ら
に
中
祉
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．



三
菱
長
崎

で
建
造
さ
れ
る
予
定
だ

っ
た

「信
濃
九
」
は
、
日
本
郵
船
の
シ
ア
ト
ル
航
路
定
期

船
で
あ
る
。
だ
が
、
多
く
の
史
書
は
同
船
を
欧
州
航

路
の
定
期
船
と
し
て
い
る
。
じ
つ
は
筆
者
の
著
書
に

も
、
欧
州
航
路
船
と
し
た
も
の
が
あ
る
。

同
船
は
も
と
も
と
、
欧
州
航
路
の
新
造
船
十
二
隻

の

一
隻
と
し
て
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
十
隻
は
英

国
に
、
二
隻
は
三
菱
長
崎
造
船
所
に
発
注
さ
れ
、
長

崎
分
の
第

一
船
は

「常
陸
丸
」
、
第
二
船
は

「信
濃

丸
」
に
な
る
は
ず
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、

「信
濃
九
」
は
英
国
で
誕
生
し
て
い
る
。

「常
陸
九
」
の
建
造
遅
延
が
計
画
を
狂
わ
せ
た
の
で

あ
る
。
ロ
イ
ズ
船
級
協
会
の
長
崎
駐
在
検
査
員
か
ら
、

リ
ベ
ッ
ト
エ
事
に
つ
い
て
度
が
過
ぎ
る
干
渉
を
受
け
、

同
船
の
竣
工
は
大
幅
に
遅
れ
た
。
そ
し
て
第
二
船
の

納
期
遅
延
も
必
至
に
な
っ
た
た
め
、
郵
船
は

「信
濃

丸
」
を
英
国
に
発
注
替
え
し
た
の
だ
。

こ
う
し
た
経
緯
で

「信
濃
丸
」
は
完
成
し
た
が
、

欧
州
航
路
に
就
航
し
た
の
は
わ
ず
か

一
航
海
。
竣
工

翌
年
の

一
九
〇

一

（明
治
三
十
四
）
年
か
ら
は
、
ず

っ
と
シ
ア
ト
ル
航
路
に
張
り
付
い
て
い
る
。

こ
の
航
路
は
、
国
の
特
定
航
路
助
成
金
の
交
付
を

受
け
て
お
り
、
そ
の
条
件
に
六
千
総
ト
ン
以
上
、
最

高
速
力
十
五
ノ
ッ
ト
以
上
と
い
う
項
目
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
「信
濃
丸
」
が
転
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
ま
た
、
同
じ
海
域
を
走
る
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
　
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
の
優
秀
船
に
対
抗
す
る
た
め
に
も
、
郵

船
は
新
造
船
を
投
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

荷
風
が
体
験
し
た

「
信
濃
丸
」
の
航
海

シ
ア
ト
ル
航
路
は
洋
上
航
海
が
長
か
っ
た
。
横
浜

を
出
帆
し
て
次
港
の
ビ
ク
ト
リ
ア
ま
で
約
二
週
間
。

海
ま
た
海
の
毎
日
で
あ
る
。
お
ま
け
に
北
太
平
洋
は

揺
れ
る
し
、
現
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
と
ち
が
っ
て
容
室

の
居
住
性
は
悪
く
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
も
少
な

か
っ
た
の
で
、
つ
ら
い
航
海
だ

っ
た
。

―
何
処

（
い
ず
こ
）
に
し
て
も
陸
を
見
る
事
の
出

来
な
い
航
海
は
、
殆
ど
堪
へ
難
い
程
無
柳

（ぶ
り
ょ

う
）
に
苦
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
横
浜
か
ら

亜
米
利
加
の
新
聞
地
シ
ア
ト
ル
の
港

へ
通
ふ
航
海
、

此
れ
も
そ
の

一
ツ
で
あ
ら
う
。
―

永
井
荷
風
の

『あ
め
り
か
物
語
』
の
第

一
篇

「冊

一房
夜
話
」
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

荷
風
は
日
露
戦
争
の
前
年
、
「信
濃
丸
」
で
米
国
ヘ

渡
っ
て
い
る
。
「姑
房
夜
話
」
は
、
こ
の
と
き
の
航
海

を
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
だ
。
荷
風
の
米
国
行
き
を

す
す
め
た
の
は
父
の
永
井
久

一
郎
。
当
時
、
久

一
郎

は
郵
船
の
横
浜
支
店
長
を
つ
と
め
て
い
た
。

神
戸
～
基
隆
航
路
に
転
じ
る

明
治
末
年
、
「信
濃
丸
」
は
神
戸
～
基
隆
航
路
に
転

じ
た
。
ほ
ぼ
同
時
に
、
大
阪
商
船
の

「笠
戸
九
」
も

同
じ
航
路
に
就
航
し
た
。
そ
の
二
年
前
に
第

一
回
ブ

ラ
ジ
ル
移
民
船
に
な
っ
た
有
名
船
で
あ
る
。

「笠
戸
丸
」
の
前
身
は
、
ロ
シ
ア
の
海
軍
病
院
船

「
カ
ザ
ン
」
。
日
露
戦
争
の
敵
同
士
が
、
戦
後
も
商
業

航
路
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
っ
た
わ
け
だ
。

そ
し
て
大
正
末
年
、
「信
濃
九
」
は
近
海
郊
船
の
創

立
と
と
も
に
新
会
社
に
移
り
、
昭
和
の
初
め
ま
で
こ

の
航
路
に
就
い
て
い
た
。
シ
ア
ト
ル
航
路
で
有
名
な

「信
濃
丸
」
で
あ
る
が
、
じ
つ
は
台
湾
航
路
時
代
の
ほ

う
が
長
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「信
濃
丸
」
の
恥
歴
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

そ
の
後
は
北
洋
に
転
じ
、
日
魯
漁
業
グ
ル
ー
プ
の

鮭
鱒
工
船
に
大
変
身
。
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は
貨
物
船

と
し
て
稼
働
し
た
。
同
じ
こ
ろ
、
「笠
戸
九
」
も
北
洋

の
蟹
工
船
に
な
っ
て
い
る
。

な
ん
と
も
縁
の
深
い
両
船
だ
が
、
「笠
戸
丸
」
が
大

平
洋
戦
争
で
沈
ん
だ
の
に
対
し
、
「信
濃
丸
」
は
戦
後

も
働
い
て
い
る
。
最
初
は
青
函
航
路
。
終
戦
で
旅
客

が
激
増
し
た
う
え
、
空
奏
で
青
函
連
絡
購
が
壊
成
し

た
た
め
緊
急
動
員
さ
れ
た
。

次
い
で
、
外
地
か
ら
の
復
員
輸
送
に
従
事
し
た
。

大
岡
昇
平
の
名
作

『作
虜
記
』
（ふ
り
ょ
き
）
の
ｉ
人

公
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ
鳥
ま
で
迎
え
に
き
た
の

も
、
こ
の

「信
濃
丸
」
で
あ
る
。

日
魯
漁
業
か
ら
解
体
業
者
に
売
却
さ
れ
た
の
は
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が
調
印
さ
れ
た

一
九

五

一

（昭
和
二
十
六
）
年
。
波
乱
に
と
ん
だ
稼
働
生

涯
は
実
に
五
十

一
年
に
及
ん
だ
。
山
田
　
迪
生


